













































































































新潟，松浜，村上の計 35 地点（第 1 図）を選出
した．解析の対象期間は 2006 年から 2010 年の 5
冬季（12 月 21 日から 2 月末）とした．冬季の期




































































































































の対象範囲内にプロットした A 地点（北緯 38.87
度‌ 東経 138.12 度），B 地点（北緯 38.12 度‌ 東経
135.62 度），C 地点（北緯 36.37 度‌東経 134.12 度）

























村上の計 35 地点（第 1 図）を選出した．
解析の対象期間は 2006 年から 2010 年の 5
冬季（12 月 21 日から 2月末）とした．冬




















 アジア地上解析天気図の 0900JST を使用

























































































ーする範囲である北緯 46.87 度から 39.12
















第 3 図 パターンⅠの海面水温分布 
（2008 年 1 月 2 日） 
第 4 図 パターンⅡの海面分布水温図 




















ットしたＡ地点(北緯 38.87 度 東経 138.12
度)，Ｂ地点(北緯38.12度 東経135.62度)，

















第 5 図 パターンⅠ発現時における日降水量の分布（上）と 
         降水量の時間距離断面のアイソプレス（下）（2008 年 1 月 2日） 









































第 6 図 パターンⅡ発現時における日降水量の分布（上）と 
           降水量の時間距離断面のアイソプレス（下）（2008 年 1 月 2日） 



















































































































































第 8 図 降水量と海・気温差に負相関が認められた地点分布 



























第 8 図 降水量と海・気温差に負相関 分布 
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